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42.3
55.0

FY13-2Q FY14-2Q

■当期純利益

55.5

68.9

FY13-2Q FY14-2Q

■経常利益

67.3

82.0

FY13-2Q FY14-2Q

■営業利益

507.6 524.5

FY13-2Q FY14-2Q

■売上高

※ 実績値は端数切捨て、パーセンテージは小数点第2位以下を四捨五入

|| 業績関連 || 50期第３四半期連結業績（累計/前期対比）

49期3Q累計 50期3Q累計 49期3Q累計 50期3Q累計 49期3Q累計 50期3Q累計 49期3Q累計 50期3Q累計

＋21.9%
＋24.1%

+29.9%

＋3.3%

・ 売上高は、主に業務用システム事業において4月の消費税増税前の駆け込み需要が発生、
その他各事業も堅調に推移した結果、第2四半期時点よりも増収幅は拡大

・ 当第3四半期においてリファイナンスを含む財務・資本施策関連コストを計上したものの、
営業利益、経常利益、当期純利益の各段階利益は前年同期比で20%～30%の大幅増益を達成

売上高

【億円】

営業利益

【億円】 【億円】

経常利益

【億円】

当期純利益

- 2 -



24.5 25.8

FY13-2Q FY14-2Q

・その他

70.0 73.1

FY13-2Q FY14-2Q

・ICT事業

109.2

125.8

FY13-2Q FY14-2Q

・業務用システム事業

304.6 300.6

FY13-2Q FY14-2Q49期3Q累計

|| 業績関連 || 50期第３四半期経営成績（累計/前期対比）

※ 50期セグメント売上高はセグメント間取引消去等により、連結売上高と△0.9億円の調整を行っております

※ 49期セグメント売上高はセグメント間取引消去等により、連結売上高と△0.8億円の調整を行っております

50期3Q累計 49期3Q累計 50期3Q累計 49期3Q累計 50期3Q累計 49期3Q累計 50期3Q累計

音楽配信事業 業務用システム事業 ＩＣＴ事業

【億円】 【億円】 【億円】

その他

【億円】

前期比横ばいで推移サービス提供件数増加により増収
業務店向けは堅調も

個人向け顧客数の減少により減収

病院/レジャーホテル向け納品の
増加に加え、消費増税前の
駆け込み需要が発生し増収

セグメント別 売上高

＋15.2%

＋4.4%

▲1.3%

個人向け

業務店向け

（参考） 業務店向け/個人向けの内訳は当社管理上の指標となります
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▲ 1.5
▲ 2.9

・その他

4.1
5.7

FY13-2Q FY14-2Q

・ICT事業

9.6

17.1

FY13-2Q FY14-2Q

・業務用システム事業

63.2
69.9

FY13-2Q FY14-2Q

・音楽配信事業

49期3Q累計 50期3Q累計 49期3Q累計 50期3Q累計 49期3Q累計 50期3Q累計 49期3Q累計 50期3Q累計

音楽配信事業 業務用システム事業 ＩＣＴ事業

【億円】 【億円】 【億円】

その他

【億円】

セグメント別 営業利益

※ 50期セグメント営業利益はセグメント間取引消去等により、連結営業利益と△7.8億円の調整を行っております

※ 49期セグメント営業利益はセグメント間取引消去等により、連結営業利益と△8.2億円の調整を行っております

＋76.8%

＋38.7%

＋10.6%

|| 業績関連 || 50期第３四半期経営成績（累計/前期対比）

新商材／新サービス
立ち上げに伴うコスト増

前期第1四半期に発生した
一過性の費用が無くなり増益

前期第1四半期に発生した
一過性の費用が無くなり増益

納品増加や駆け込み需要による
増収に加え、採算性向上で増益
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【単位：億円】

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

3Q累計実績
（A）

通期予想
（B）

通期進捗率
（A÷B）

685.0 76.6% 

87.0 94.4% 

73.0 94.5% 

50.0 110.1% 

|| 業績関連 || 業績予想に対する進捗率

524.5

82.0

68.9

55.0

売上高はほぼ予想通りで推移、

営業利益／経常利益は当四半期時点で90%超の進捗、

当期純利益は通期予想を上回って着地
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【単位：億円】

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

前回予想
（A）

今回予想
（B）

修正額
（B－A）

685.0 ±0

95.0 ＋8

80.0 ＋7

60.0 ＋10  

|| 業績関連 || 業績予想の上方修正

685.0

87.0

73.0

50.0

当第3四半期の業績進捗を踏まえ、

上記の通り通期予想の上方修正を実施
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3Q累計実績
（C）

進捗率
（C÷B）

524.5 76.6% 

82.0 86.4% 

68.9 86.2% 

55.0 91.7% 
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売上高 営業利益 当期純利益

|| 業績関連 || 連結経営成績推移

※ 各数値は端数切捨て

～～

当四半期売上高、営業利益は消費増税前の駆け込み需要等もあり大幅に増加、

当期純利益は財務・資本施策関連の一過性コスト計上によりやや弱含みも前年同期と同水準
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【億円】



※フリーＣＦ＝営業ＣＦ＋投資ＣＦ、 ＣＦ合計＝フリーＣＦ＋財務ＣＦ

【億円】

|| 財務／経営指標関連 || キャッシュフロー推移

営業増益により営業ＣＦが前年同期比で16億円増加、投資ＣＦ支出増加も

リファイナンスによる財務ＣＦの支出減少もありＣＦ合計は前年同期比で21億円の増加
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＜営業CF＞

＜投資CF＞

＜財務CF＞

123
▲54
▲75

140
▲40

▲105

156
▲33

▲105

123
140

156

109
125

68
100

122

76 82

▲6 ▲5

16
1

22

47期通期 48期通期 49期通期 49期3Q累計 50期3Q累計

営業ＣＦ フリーＣＦ ＣＦ合計

109
▲33
▲74

125
▲43
▲60



【億円、倍】

|| 財務／経営指標関連 || レバレッジレシオ

※ＥＢＩＴＤＡ ＝ 営業利益 ＋ 減価償却費 ＋ のれん償却費

※ＥＢＩＴＤＡは直近12ヶ月ベースで算出

※レバレッジレシオ ＝ 借入残高 ÷ 直近12ヶ月ベースＥＢＩＴＤＡ

営業増益が寄与した結果、直近12ヶ月のＥＢＩＴＤＡは増加傾向、

借入金返済も含めたレバレッジレシオは1.6倍で安定的に推移
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【億円、％】

|| 財務／経営指標関連 || 自己資本比率

※自己資本 ＝ 純資産 － 新株予約権

増収に伴う売上債権の増加等で総資産が増加も、

着実な当期純利益の積み上げで自己資本比率は27.1％とほぼ横ばい
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805
733

674 670 649 683

53
87

136 156 176 185
6.6%

11.9%

20.2%

23.3%
27.2% 27.1%

47期末 48期末 49期末 50期1Q 50期2Q 50期3Q

総資産 自己資本 自己資本比率

～～～～～～ ～～
～～

～～



|| 財務／経営指標関連 || 自己資本利益率（ＲＯＥ）

※自己資本利益率（ROE) ＝ 売上高当期純利益率 × 総資産回転率 × 財務レバレッジ

※50期3Qの売上高及び当期純利益は直近12ヶ月ベース、総資産及び自己資本は49期3Qと50期3Qの平均値

自己資本増強による財務安定性の向上で

ＲＯＥは微減傾向ではあるものの高水準を維持して推移
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3.0%
5.0%

7.1% 7.9% 8.8% 8.7%

47期末 48期末 49期末 50期1Q 50期2Q 50期3Q

売上高当期純利益率

0.82 0.88 0.97 0.99 1.03 1.01

47期末 48期末 49期末 50期1Q 50期2Q 50期3Q

総資産回転率
20.9

11.0
6.3 5.4 4.6 4.4

47期末 48期末 49期末 50期1Q 50期2Q 50期3Q

財務レバレッジ

51.8% 48.7% 43.3% 42.4% 41.6% 38.6%

47期末 48期末 49期末 50期1Q 50期2Q 50期3Q

自己資本利益率（ＲＯＥ）



|| 財務／経営指標関連 || 総資産経常利益率（ＲＯＡ）

※総資産経常利益率（ROA） ＝ 経常利益／期中平均総資産 × 100

※50期3Qの経常利益は直近12ヶ月ベース

売上債権の増加等に伴い期中平均総資産は微増、

経常利益がほぼ横ばいで推移したためＲＯＡは微減

【億円、％】
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※50期3Qの期中平均総資産は49期3Qと50期3Qの平均値

911
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6.8%

10.7% 10.3%
11.9% 12.9% 12.5%

47期末 48期末 49期末 50期1Q 50期2Q 50期3Q

総資産 経常利益 総資産経常利益率（ROA）

～～
～～ ～～ ～～ ～～ ～～



ワイヤレス機能

防水機能

■2014年3月12日 音響機器ＥＣサイト『ＵＳＥＮ ＯＮＬＩＮＥ ＳＴＯＲＥ』をオープン

－ ＵＳＥＮが厳選した音響機器を展開し、お客様ひとりひとりに合った商品をオンライン上で提案

■2年の歳⽉をかけて商品化した

オリジナルリモコンスピーカー『RS-01』

－ 幅広い年齢層をターゲットに約800アイテムを取り揃えてスタート

－ 全国150箇所以上の拠点にいる音場環境を熟知したＵＳＥＮの専門技術スタッフが機器を設置

|| 事業関連 || 音楽配信事業（新サービス）

防水機能

リモコン機能

楽曲表示機能
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48期1Q 48期2Q 48期3Q 48期4Q 49期1Q 49期2Q 49期3Q 49期4Q 50期1Q 50期2Q 50期3Q

その他 病院 ビジネスホテル レジャーホテル

レジャーホテル

ビジネスホテル

病院

その他

|| 事業関連 || 業務用システム事業（売上ポートフォリオ）

[49期3Q]

○消費税増税前の駆け込み需要もあり大幅な増収で着地

- 4月施行の消費税増税に向けた駆け込み需要が発生、

病院とビジネスホテルにおいて前四半期比で大幅に増収

- レジャーホテルも前四半期に引き続き堅調に推移

- 2012年8月期以降で最高の四半期売上を計上

■前期比

■四半期推移

40.6億

約３０％

約１５％

約５０％

約５％

[50期3Q]

45.8億

約５０％

約１５％

約３０％

約５％

34.2億
37.3億
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36.3億

40.7億

32.3億
36.2億

40.6億 40.6億
37.5億

42.4億
45.8億



回線／オプション売上

モバイル売上

手数料売上

その他売上

48期1Q 48期2Q 48期3Q 48期4Q 49期1Q 49期2Q 49期3Q 49期4Q 50期1Q 50期2Q 50期3Q

その他売上 手数料売上 モバイル売上 回線／オプション売上

|| 事業関連 || ＩＣＴ事業（売上ポートフォリオ）

[49期3Q]

○競争が厳しい事業環境も、引き続き増収基調は確保

- 回線／オプションサービスは引き続き増収基調を堅持

- その他の各売上ポートフォリオはほぼ横ばいでの推移

- 4月11日より、スマートデバイス管理ソリューションとしての

新サービスである『モバイルマネージャー』の提供を開始

[50期3Q]

24.6億

約８０％

約１０％

約５％

約５％

約５％

約５％

23.8億

約８０％

約１０％

22.0億 22.3億 22.8億 23.0億 23.1億 23.8億 24.0億 24.1億
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■四半期推移

■前期比

21.7億

24.3億 24.6億



－ 近年、スマートデバイスをビジネス活用する企業が増加している一方で、

紛失時における第三者の不正利用やデータ漏えいのリスク対策が課題となっているため

その対策を含めたスマートデバイス管理のソリューションとして、

貸与したデバイスを遠隔で管理する『モバイルマネージャー』の提供を開始

※『モバイルマネージャー』 提供イメージ図

|| 事業関連 || ＩＣＴ事業（新サービス）

■2014年4月11日 スマートデバイス遠隔管理ツール『モバイルマネージャー』の提供開始
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>>

●あべのハルカス展望台（ハルカス300）にオリジナルＢＧＭをプロデュース

音楽配信事業関連

グルメサイト「ヒトサラ」関連

2014年3月

2014年3月 ●ｉＰｈｏｎｅグルメアプリ『ｆａｖｏｒｅａｔ』をリリース

ＩＲ関連

|| 第３四半期ＴＯＰＩＸ || ＩＲ／ＰＲ関連
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>>

>>

2014年3月

2014年4月

2014年4月

2014年3月 ●『料理人の顔が見えるヒトサラＭＡＧＡＺＩＮＥ』発売

●臨時株主総会開催 （※再掲）

●単元株式数を1単元10株から100株へ変更 （※再掲）

●Ｒ＆Ｉより発行体格付としてＢＢＢ （トリプルＢマイナス）を取得－



2014年3月7日 あべのハルカスの展望台（ハルカス300）のオリジナルBGMをプロデュース

－ フロアごとのテーマに沿った

専用2チャンネルをプロデュース

－ 同時に、あべのハルカス近鉄本店パウダールーム

「ＨＯＵＳＥ」では、産学連携を軸にしたＢＧＭを導入

◆日時：3月9日（日）13:00～14:00   

◆場所：あべのハルカス近鉄本店2F 「ウェルカムガレリア」

◆内容：ＨＯＵＳＥで流れる音楽は、フロアコンセプトに合った
5曲をオーディションで選ばれた13人の大阪の学生が
8つの楽器で演奏するため、あべのハルカス全面開業の
2日後にお披露目コンサートを開催

－ お披露目コンサートを実施

|| 第３四半期ＴＯＰＩＸ || 音楽配信事業

58階：天空庭園

60階：天上回廊
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食べたい料理から選ぶグルメアプリ 『favoreat』 WEBを飛び出し初のMOOK本

|| 第３四半期ＴＯＰＩＸ || 集客支援事業

2014年3月3日 ｉＰｈｏｎｅグルメアプリ『ｆａｖｏｒｅａｔ』をリリース

2014年3月26日 『料理人の顔が見えるヒトサラＭＡＧＡＺＩＮＥ』発売
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|| 第３四半期ＴＯＰＩＸ || ＩＲ関連
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■決議事項

第1号議案 資本金の額の減少の件

第2号議案 資本準備金の額の減少の件

第3号議案 剰余金の処分の件

第4号議案 定款一部変更の件（１）

第5号議案 第三者割当による第2種優先株式発行の件

第6号議案 定款一部変更の件（２）

第7号議案 取締役１名選任の件

※全議案ともに原案どおり承認可決

2014年3月28日 臨時株主総会開催 （※再掲）

2014年4月1日 単元株式数を1単元10株から100株へ変更 （※再掲）

2014年4月11日 Ｒ＆Ｉより発行体格付としてＢＢＢ （トリプルＢマイナス）を取得－

－ 今回の格付取得は、客観的な第三者の立場から適正な評価を得ることによって経営基盤である

財務健全性や経営の透明性・信用力を高めるとともに、資金調達手段の多様性や

安定化を図り事業機会に即した柔軟かつ機動的な資金調達を可能とすることが目的



本資料は、信頼できると思われる各種数値に基づいて作成されておりますが、
その正確性／完全性を保証するものではありません。

本資料に記載されている、USENの計画／戦略等のうち歴史的事実でないものは、
将来の業績に関する見通しであり、現在入手可能な情報から得られた
当社経営者の判断に基づいております。実際の業績はさまざまな重要な要素により
これらの業績見通しとは異なる結果となりうる事をご承知置き下さい。

本資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的として作成しております。
本資料に記載されるいかなる情報も、投資勧誘を目的としたものではございません。

|| 免責事項 ||
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